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Abstract 

It is well known that Streρtoρus streρtopoides in Japan can be classified into 

two types. a typs with multicellular ciliary processes on the leaf margins and 

another without such processes. Plants of these two types have traditionally 

been treated as belonging to the same“species". K1KucH1 (1961) has emphasized 

the differences in geographical distribution of these two types within Japan and 

has regarded the type lacking multicellular ciliary processes to be identical with 

S. streptoρaides var. breviρzs FASSETT which is known to occur in North America. 

The present author had an opportunity to examine the plants in the field in Juneau, 

Alaska. Comparing their morphological and ecological features with those of the 

plants occurring in Honshu, Japan, the present author has come to the conclusion 

that K1KucH1’s opinion is warranted. the plants in question distributed in Honshu 

and North America are so closely related that they should be treated as one and 

the same taxon (Figs. 2 3). 

This type of plants which c丘nbe referred to var. breviρes differs from the 

standard type of S. strejdoρaides by having well developed creeping rhizomes, 

the stem which is usually simple and occasionally forks once, and the flattened 

hyaline cells that are lined up along the leaf margins. The distribution in Japan 

of the plants referable to var. brevzρes is limited to the central and northern 

parts of the Honshu Island and clearly differs from that of the standard typs of 

S. streptoρaides which is almost confin巴dto Hokkaido (Figs. 4-5). For the above 

reasons, the plants referable to var. brevi 1う：：smay be treated as different at the 

subspecies level from S. streptopoides s. str., viz. S. streρtoρaides sudsp. br.wi-

t>es (FASSETT) CALDER & TAYLOR・

ーノ
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A count of 2n=54 has been made for a population of S. streρtoρaides subsp. 

breviρes growing on Mt. Iwodak巴（atan altitude of ca. 2500m) in the Yatsu-

gatake Mountain System (Fig. 1). TAYLOR & MuLLIGAN (1968) have reported 2n=16 

for this subspecies from the Queen Charlotte Islands. It is highly probable that 

this taxon is more or less variable cytologically. It is hoped that further dis-

cussion on the species differentiation is provided in connection with the investi-

gations of the chromosomes of a number of additional materials of Streρtoρus 

from various localities. 

1. はじめに

FASSETT (1935）は Streρtoρus属の monograph で Streρtoρusstreρtoρaides 

(sensu lato）を酋定的に次のように扱った。すなわち縁辺に cilateがあり， シベ リアに

分布するものを var.verus，茎は単純で縁辺に ciliateを欠き， 透明の丸い細胞があって

北米に分布するものを var.breviρes，日本産で縁辺は var.breviρesと同様であるが，

全体が大きく枝分かれするものを var.jαρonicusとした。

菊地 (1961〕は日本産タケシマラン S.streρtoρaidesには根茎を欠き，多く はl～2

回の校を伸ばし， 縁辺に柱状毛を欠如するタケシマラン var.jα抑制・cusの他に地下に旬

校を生ずる，いわゆるヒメタケシマランには， 北海道や本州北部に分布し， 縁辺に柱状毛

のある型と本州中北部に分布し，柱状毛を欠く 2型が含まれていること を指摘した。従来

有旬校型で縁毛型も無縁毛型も同ーの学名と和名を当ててきたが，菊地は両者の分布の相

違を考慮に入れて，縁辺に柱状毛のある基準形，すなわち S.strゆtoρaidesから柱状毛

を欠く型を別の変種に扱い， FASSETTが北米産で命名した var.breviρes を起用した。

そしてヒメタケシマランの和名は本州産の var.breviρesに限定して用いるよう提案し，

北海道に多産する葉縁毛型 S.streρtoρaidesには新たにエゾタケシマランの和名を与え

たc

CALDER & TAYLOR (1965）は Canadaの QueenCharlotte諸島のフロラをまとめた

際， ヒメタケシマランを亜種 S.streρtopoides subsp. bre:;iρesのレベルで扱った。

最近 UTEcH& KAWANO (1975〕はタケシマランの極生物学的研究のなかでアジア産タケ

シマランの形態と変異について詳細な論文を発表したが，本州における subsp.breviρes 

については論及しなかった。

筆者も1974年夏にア ラスヵを訪れ Juneauでヒメタケシマラン subsp.l:reviρesを採

集し，本州産の縁辺に多細胞の毛状突起を欠く型と比較検討してみたが， 少なくとも外部

形態の上では両種は同ーのカ テゴリーに入るものであるとの結論に達した 〔Figs.2-3〕。

したがって，本報は日本産と北米産の S strep toρaides subsp. brevipesとは同ーの

亜種との前提に立って，本種とその近縁極，エゾタケシマラン subsp.strゆtoρOl・des及

びタ ケシマラン subsp.j aρoni:us (UTErn & KAWANO in Acta Phytotax. Geobot. 27. 

l, 1975）との外部形態の比較を試み，その分布と染色体数の一例を観察したので報告する

もので、ある。
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2. 近縁2種との外部形態の比較と分布

エゾタケシマラン S st reρtoρoides subsp. streρto poi desとタケシマラン subsp.

jaρonicusについては UTECH & KAWANO〔1975）によ って詳細な外部形態の比較研究が

なされているので重複はさけ，ここではヒメタケシ 7 ラン subsp.breuiρes を加えて3

種の主要な外部形態、を比較することにした。

根茎 ヒメタケシマランとエゾタケシマランは長く横走する根茎を生ずるのに対し， タ

ケシマランはそれを欠き，節が密集している。 タケシマランは本年枝の根元に接して，前

年枝の枯れた葉柄基部が宿存していることがしばしばあり， 標本になっても明瞭である。

茎の分枝 ヒメタケシマランとエゾタケシマランは通常単純で， ときに l四分校するの

に対し，タケシマランの多くは 1巨｜又は2巨｜分校し，稀に単純である。

葉形 タケシマランの葉形は細長いものが多く，広ひ針形又は卵状ひ針H:,長だ円状ひ

針形で，葉先は漸鋭尖形をなすものが圧倒的に多数を 占め， それに混在して鋭尖形をなす

ものが見られる。この種の葉形は変異の幅が狭く，識別し易い特徴をも っている。

一方ヒメタケシマランとエゾタケシマランは一般にタケシマランより葉の隔は広く ， 卵

状又は長だ円状を呈し， 葉先も急、鋭尖形をなすものが多いようであるが，その変異の幅は

大きL、。その形を記すとエゾタケシマランは長だ円形～卵：｜犬長だ円形， 長だ円状ひ針形又

は卵形， ヒメタケシマランの場合卵状ひ針形のものが多く 3 他にだ円形～長だ円形，卵形

又はだ円状ひ針形をなすなど両種は多様性を示し， 葉先も両種は鋭尖～再ifr鋭尖形，鋭形～

急、鋭尖形などの変化がある。

ヒメタケシマラン及びエゾタケシマランは葉形からタケシマランとは 明瞭に識別できる

が， エゾタケシマランとヒメタケシマランの聞は変化が多く際立った特徴は見られないよ

うである。

縁辺の形 エゾタケシマランは縁辺に多細胞の毛状突起があるのに対し， ヒメタケシマ

ランとタケシマランはこれを欠き，レンズ状の低い突起がある 〔Fig.2-3〕。

果実 飛騨山脈烏帽子岳てfタケシマランとヒメタケシマランの果実の形を比較したとこ

ろ，前者は球形又はだ円体をなすのに対し， 後者はやや不整てい卵形又は洋梨に近い形を呈

していることを知った。 しかし，この差異はー小地域におけるー観察例のみであり，今後

エゾタケシマランも加えて，より多くの地域で多数の個体の現地観察が望まれる。

以上3種の外部形態、を比較してみたが， 有旬校型のエゾタケシマラン及びヒメタケシマ

ランと無旬校型のタケシマランとは茎の分校， 葉形などにも明瞭な差があり，外部形態に

よる識別は容易にできる。タケシマランは大井 (1931）の独立種 S.jaρonicus (MAXIM.) 

01nv1 とする見解もあながち否定できなし、。一方ヒメタケシマランとエゾタケシマランは

縁辺の多細胞の毛状突起の有無に注目 して観察しなければ区別できなL、ほど両種の外部形

態は酷似している。 しかしエゾタケシマランは本邦では北海道に分布の中心があって本州

北部に稀に知られ， 国外では千島，樺太，シベリアに分布域をもち， ヒメタケシマランは

本州の中部以北に普通に見られ， 北海道や千島， カムッチャッカ，アリューシャンに欠如

し， かけ離れてアラスカ， アメリカ大陸の北西部に極めて興味深い分布をする［Figs.4 

-5〕。 この両種は明らかに地理的に分布圏の相違がある。 エゾタケシマランとヒメタケ

シマランの分布が重複する本州北部でも各々別の小集団を構成し， 混生しないようである

が，本州におけるタケシマランとヒメタケシマランはときに混生していることもある。
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3. ヒメタケシマランの染色体数

本種の染色体数を八ヶ岳山系硫黄岳（標高約2500m）で根端を用いて調べた。 方法は

現地で Navashin 液を用いて固定し， プレパラー｜はノfラフィン法で作成し，G巴ntian

Violetで染色した。観察した結果は Fig.1に示したように2n=54を数えた。染色体は

長短あって，体細胞分裂中期で長いもの3.5-3.8μ，短かいものは約2μであった。今回の

報告はたった一例であるが， 今後さらに多くの地域で Streρtopus 属の染色体数を調べた

いと思っている。

邦産ヒメタケンマランの染色体数は未知であったが，北米産では TAYLOR & MULLIGAN 

(1968）が QueenCharlotte諸島産て＇2n=l6を， H1TrnEcocKet al. (1958）が2n二 about

54を記録している。したがって本種はnニ8,27の種内異数性が考えられるが，その決定は

多くのデーターが得られた後に， 種の分化とあわせて考察を試みたい。エゾタケシマラン

subsp. stre)toρaidesについては MATSUURA & Sum (1935）は北海道石狩札幌岳産の

Pollenでn=37を報じている。
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Fig. 1. Somatic Chromosomes of StreJうtoρusstre戸to戸aidessubsp. brevipes 2n=54. 

Mt. Iwo-d巴ke,Prov. Shinano, H. TAKAHASHI, 750706 3. 
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Fig. 2. Streptoρus strePtoρaides subsp. brevipes grows in North America. 1 & 2 Glacier 

Gulch, British Columbia. 3 & 4 Juneau, Alaska. 
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Fig. 3. Streptoρus streρtoρaides subsp. breviρes grows in Japan. 1 & 2 Mt. Kita dake Prov. 

Kai. 3 & 4 Mt. Eboshi-dake Prov. Shinano. 
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Fig. 5. Distribution map of Streptopus streptopoides 

subsp. brev王pesin Japan. 
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